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? ICC(ternary)［ ＝ ICC(t)］??
a.ICC:L ＝ O／ → ( / x x x (right to left)
b.ICC:R ＝ O／ → ) /x x x (left to right)
この新しい ICCは３項的構成素を生じさせる。派生を続けると次のようになる。
ICC:L(t) (x  x (x  x  x
 
L  L  L  L  H
 
Head:L  x  x
(x  x (x  x  x
 
L  L  L  L  H
 
Line 1 Edge:RRR  x  x)
(x  x (x  x  x
 
L  L  L  L  H
 
Head:R  x
 
x  x)
(x  x (x  x  x
 
L  L  L  L  H
 
ICC:L(t)を適用して生じた２個の構成素の主要部を表示するためにHead:Lが適用される。line 1
では line 0で生成された２個の主要部のうち、どちらが主強勢を担うかを示すために、Edge:RRR
とHead:Rが適用されて正しいアクセントが生成される。この派生は ce?rebe?llarの派生?に語末の
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重音節を１個加えたものであるが、この音節は回避制約(Avoid(x#)のため Project:Lが適用され
ず、アクセント型には全く影響を及ぼさない。
次にHVのあげる次のような例について考えることにする。
? (＝ HV,p.233,(16)）
Ha?lica?rna?ssus ı?nca?rna?tion o?ste?nta?tion ı?nca?nta?tion
まず最初にHa?lica?rna?ssusに向かうが、派生は?のようになる。
? Ha?lica?rna?ssus
 
Line 0 Project:L  x  x (x  x  x (x#Avoided
 
L  L  H  L  H
 
Edge:LLL (x  x (x  x  x
 
L  L  H  L  H
 
ICC:L (x  x (x (x  x  Avoid(x(OR
 
L  L  H  L  H
 
Head:L  x  x  x
(x  x (x (x  x
 
L  L  H  L  H
 
Line 1 Edge:RRR  x  x  x)
(x  x (x (x  x
 
L  L  H  L  H
 
Head:R  x
 
x  x  x)
(x  x (x (x  x
 
L  L  H  L  H
この派生では、語末から三番目の音節と語末の音節が重音節であるが、回避制約(Avoid(x#)の
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ため Project:Lは語末の音節には適用されない。次に語頭の音節にアクセントが付与されるため
Edge:LLLが適用される。それから回避制約(Avoid(x()は無視されて（overridden）、ICC:Lが
適用される。ここで、この回避制約を無視しないと正しいアクセントが生成されないので注意が必
要である。このようにして生成された３個の構成素の主要部を表示するためにHead:Lが適用され
る。line 1では line 0で生成された３個の主要部のどれが主強勢を担うかを示すために Edge:RRR
とHead:Rが適用されて正しいアクセントが生成される。
次にı?nca?rna?tionを扱うが、派生は?のようになる。
? ı?nca?rna?tion
 
Line 0 Project:L (x (x (x  x  Avoid(x(OR(twice)
H  H  H  H  Avoid(x#
Edge:LLL  vacuous
 
ICC:L  irrelevant
 
Head:L  x  x  x
(x (x (x  x
 
H  H  H  H
 
Line 1 Edge:RRR  x  x  x)
(x (x (x  x
 
H  H  H  H
 
Head:R  x
 
x  x  x)
(x (x (x  x
 
H  H  H  H
この派生では、すべての音節が重音節であるが、語末の音節のみ回避制約(Avoid(x#)のため
Project:Lが適用されない。また回避制約(Avoid(x()は二度無視される（overridden）。Edge:LLL
は空虚に適用される。ICC:Lは irrelevantである。次に、このようにして形成された３個の構成素
の主要部を示すためにHead:Lが適用される。line 1では line 0上の３個の主要部のどれが主強勢
を持つかを示すために、Edge:RRRとHead:Rが適用され、正しいアクセントが生成される。なお、
英語の強勢について（その３)
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共鳴音（sonorant）で終わる音節である-ar-にはアクセントがあるために、共鳴音無強勢化（Sonor-
ant Destressing）は適用されていないことに注意が必要である。o?ste?nta?tion、ı?nca?nta?tionの派生
はı?nca?rna?tion?の派生と全く同じになる。
次にHVのあげる次のような例に向かうことにする。
? (＝ HV,p.234,(18)）
polı?ce  bro?ca?de  baro?que
 
baza?ar  regı?me  to?upe?e
 
a?ttache? ka?ngaro?o  Te?nnesse?e
まず、polı?ce、baro?que、baza?ar、regı?meの派生は dire?ctの派生?と全く同じになる。なお、語
頭の音節が重音節の場合の regı?meの派生は absu?rdの派生?と全く同じになる。また bro?ca?de、
to?upe?eの派生は ro?bu?stの派生?と全く同じになる。
次に a?ttache?を扱うが、派生は?のようになる。
? a?ttache?
Line 0 Project:L  x  x (x  Avoid(x#OR
 
L  L  H
 
Edge:LLL (x  x (x
 
L  L  H
 
ICC:L  irrelevant
 
Head:L  x  x
(x  x (x
 
L  L  H
 
Line 1 Edge:RRR  x  x)
(x  x (x
 
L  L  H
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 Head:R  x
 
x  x)
(x  x  x
 
L  L  H
この派生では、語末の音節がアクセントのある重音節であるため、回避制約(Avoid(x#)は無視
されて（overridden）、Project:Lが適用される。次に語頭の音節にもアクセントが付与されるため
に Edge:LLLが適用される。ICC:Lは irrelevantである。このようにして生成された２個の構成素
の主要部を表示するためにHead:Lが適用される。line 1では line 0で生成された２個の主要部の
うち、どちらが主強勢を担うかを示すために Edge:RRRとHead:Rが適用されて正しいアクセント
が生成される。
次に ka?ngaro?oを扱うが、派生は?のようになる。
? ka?ngaro?o
 
Line 0 Project:L (x  x (x  Avoid(x#OR
 
H  L  H
 
Edge:LLL  vacuous
 
ICC:L  irrelevant
 
Head:L  x  x
(x  x (x
 
H  L  H
 
Line 1 Edge:RRR  x  x)
(x  x (x
 
H  L  H
 
Head:R  x
 
x  x)
(x  x (x
 
H  L  H
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英語の強勢について（その３)
この派生では、語頭と語末の音節が重音節であるが、語末の音節にはアクセントがあるため回避
制約(Avoid(x#)は無視される（overridden）。Edge:LLLは空虚に適用される。ICC:Lの適用は
irrelevantである。このようにして生成された２個の構成素の主要部を表示するためにHead:Lが
適用される。line 1では line 0で生成された２個の主要部のどちらが主強勢になるかを示すために
Edge:RRRとHead:Rが適用されて正しいアクセントが生成される。Te?nnesse?eの派生も ka?nga-
ro?oの派生?と全く同じになる。
２．１．４．Rhythm Ruleで説明された語の場合
次にHVのあげる次のような例について考えることにする。(a)は語末の音節に主強勢があるの
に対して、(bi)、(biii)は語頭の音節に主強勢を持ち、(bii)と(biv)は語頭の音節に主強勢を持つ語
と、語頭から二番目の音節に主強勢を持つ語に分かれる。HVはこれらの語のアクセントを Rhythm
 
Rule（HV,p.235,21）で説明しているが、従来、Rhythm Ruleは、語と語が連結し、強勢と強勢
の衝突が明らかに見られる場合に、適用されてきた。しかし、これらの例では、語と語が連結しな
いので、いわゆる強勢の衝突は見られない。ゆえに、本稿ではHVの Rhythm Ruleを適用しない
で説明を試みる。ただし、句と複合語を扱う場合は、いわゆる強勢の衝突が見られるので、HVのも
のでない、従来の Rhythm Ruleを用いて説明している。
? (＝ HV,p.234,(20))
a. i. mı?lliona?ire  que?stionna?ire  do?ctrina?ire
 
ii. de?ba?uche?e  e?mplo?ye?e  no?mine?e
 
a?ppo?inte?e
 
iii.e?ngine?er  do?mine?er  ele?ctione?er
 
vo?lunte?er  cha?riote?er
 
b. i. de?signa?te  exa?cerba?te  ı?llustra?te
 
de?monstra?te  a?lterna?te
 
ii. ca?valca?de  a?sympto?te  a?necdo?te
 
hypo?tenu?se  fo?rma?ldehy?de  acetyle?ne
 
te?lepho?ne  kale?idosco?pe  a?quapla?ne
 
iii. re?cognı?ze  sa?tisfy  je?opardı?ze
 
dı?phthongı?ze
 
iv. adu?mbra?te  incu?lca?te  inu?nda?te
 
elo?nga?te  eru?cta?te
まず、(ai)のmı?lliona?ireであるが、派生は?のようになる。
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? mı?lliona?ire
 
Line 0 Project:L  x  x (x  Avoid(x#OR
 
L  L  H
 
Edge:LLL (x  x (x
 
L  L  H
 
ICC:L  irrelevant
 
Head:L  x  x
(x  x (x
 
L  L  H
 
Line 1 Edge:RRR  x  x)
(x  x (x
 
L  L  H
 
Head:R  x
 
x  x)
(x  x (x
 
L  L  H
この派生では、語末の音節が重音節であり、アクセントがあるので回避制約(Avoid(x#)が無視
され（overridden）て Project:Lが適用される。次に語頭の音節にアクセントを付与するために、
Edge:LLLが適用される。ICC:Lは irrelevantである。次に、このようにして生じた２個の構成素の
主要部を示すために、Head:Lが適用される。ライン１では、ライン０で生じた２個の主要部のうち、
どちらが主強勢を担うかを示すために Edge:RRRとHead:Rが適用されて正しいアクセントが生
成される。
次に que?stionna?ireを扱うが、派生は?のようになる。
? que?stionna?ire
 
Line 0 Project:L (x  x (x  Avoid(x#OR
 
H  L  H
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英語の強勢について（その３)
Edge:LLL  vacuous
 
ICC:L  irrelevant
 
Head:L  x  x
(x  x (x
 
H  L  H
 
Line 1 Edge:RRR  x  x)
(x  x (x
 
H  L  H
 
Head:R  x
 
x  x)
(x  x (x
 
H  L  H
この派生では、語末の音節が重音節であり、アクセントがあるので回避制約(Avoid(x#)が無視
され（overridden）て Project:Lが適用される。次に語頭の音節の左にはすでに Proect:Lが適用さ
れて、左境界が付与されているから、語頭の音節にアクセントを付与するために、Edge:LLLを適用
する必要はない。ICC:Lは irrelevantである。次に、このようにして生じた２個の構成素の主要部
を示すために、Head:Lが適用される。ライン１では、ライン０で生じた２個の主要部のうち、どち
らが主強勢を担うかを示すために Edge:RRRとHead:Rが適用されて正しいアクセントが生成さ
れる。do?ctrina?ireの派生は que?stionna?ireの派生?と全く同じになる。
次に(aii)の de?ba?uche?eに移るが、派生は?のようになる。
? de?ba?uche?e
 
Line 0 Project:L  x (x (x  Avoid(x#OR
 
L  H  H  Avoid(x(OR
 
Edge:LLL (x (x (x  Avoid(x(OR
 
L  H  H
 
ICC:L  irrelevant
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 Head:L  x  x  x
(x (x (x
 
L  H  H
 
Line 1 Edge:RRR  x  x  x)
(x (x (x
 
L  H  H
 
Head:R  x
 
x  x  x)
(x (x (x
 
L  H  H
この派生では、語頭から二番目の音節と語末の音節が重音節であるので Project:Lが適用される。
その際、二つの回避制約(Avoid(x#とAvoid(x()は無視される（overridden）。これらの二つの
音節は、いずれもアクセントが付与されるからである。次に語頭の音節にもアクセントを付与する
ために、Edge:LLLが適用される。その際、回避制約(Avoid(x()は再び無視される（overridden）。
ICC:Lは irrelevantである。次に、このようにして生じた３個の構成素の主要部を示すために、
Head:Lが適用される。ライン１では、ライン０で生じた３個の主要部のうち、どれが主強勢である
かを示すために Edge:RRRとHead:Rが適用されて正しいアクセントが生成される。
次に(aii)の e?mplo?ye?eであるが、派生は?のようになる。
? e?mplo?ye?e
 
Line 0 Project:L (x (x (x  Avoid(x#OR
 
H  H  H  Avoid(x(OR(twice)
Edge:LLL  vacuous
 
ICC:L  irrelevant
 
Head:L  x  x  x
(x (x (x
 
H  H  H
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英語の強勢について（その３)
Line 1 Edge:RRR  x  x  x)
(x (x (x
 
H  H  H
 
Head:R  x
 
x  x  x)
(x (x (x
 
H  H  H
この派生では、すべての音節が重音節であり、アクセントがあるので、Project:Lが適用されるが、
回避制約(Avoid(x#)は一度無視され（overridden）、回避制約Avoid((x()は二度無視される。
Edge:LLLは空虚に適用される。ICC:Lは irrelevantである。次に、このようにして生じた３個の構
成素の主要部を示すために、Head:Lが適用される。ライン１では、ライン０で生じた３個の主要部
のうち、どれが主強勢であるかを示すために Edge:RRRとHead:Rが適用されて正しいアクセント
が生成される。(aii)の no?mine?eの派生は(ai)のmı?lliona?ireの派生?と全く同じになる。a?ppo?inte?e
の派生は de?ba?uche?eの派生?と全く同じになる。(aiii)の e?ngine?erの派生は que?stionna?ireの派生
?と全く同じになるし、do?mine?erの派生はmı?lliona?ireの派生?と全く同じになる。
次は(aiii)の ele?ctione?erであるが、派生は?のようになる。
? ele?ctione?er
 
Line 0 Project:L  x (x  x (x  Avoid(x#OR
 
L  H  L  H
 
Edge:LLL  does not apply
 
ICC:L  irrelevant
 
Head:L  x  x
 
x (x  x (x
 
L  H  L  H
 
Line 1 Edge:RRR  x  x)
x (x  x (x
 
L  H  L  H
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 Head:R  x
 
x  x)
x (x  x (x
 
L  H  L  H
この派生では、語頭から二番目の音節と語末の音節が重音節であるので Project:Lが適用される。
その際、回避制約(Avoid(x#)は無視される（overridden）。語末の音節にはアクセントが付与され
るからである。次に語頭の音節はアクセントを付与されないので Edge:LLLは適用されない。ICC:
Lは irrelevantである。次に、このようにして生じた２個の構成素の主要部を示すために、Head:L
が適用される。ライン１では、ライン０で生じた２個の主要部のうち、どちらが主強勢を担うかを
示すために Edge:RRRとHead:Rが適用されて正しいアクセントが生成される。
次に(aiii)の vo?lunte?erであるが、同じ LHH型である de?ba?uche?eの派生?とは異なり、?のよう
になる。
? vo?lunte?er
 
Line 0 Project:L  x (x (x  Avoid(x#OR
 
L  H  H  Avoid(x(OR
 
Edge:LLL (x (x (x  Avoid(x(OR
 
L  H  H
 
ICC:L  irrelevant
 
Head:L  x  x  x
(x (x (x
 
L  H  H
 
Line 1 Edge:RRR  x  x  x)
(x (x (x
 
L  H  H
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英語の強勢について（その３)
Head:R  x
 
x  x  x)
(x (x (x
 
L  H  H
 
SoDe  x
 
x  x)
(x  x (x
 
L  H  H
この派生では、語頭から二番目の音節と語末の音節が重音節であるので Project:Lが適用される。
その際、二つの回避制約(Avoid(x#,Avoid(x()は無視される（overridden）。次に語頭の音節に
もアクセントを付与するために、Edge:LLLが適用される。その際、回避制約(Avoid Avoid(x()
は再び無視される（overridden）。ICC:Lは irrelevantである。次に、このようにして生じた３個の
構成素の主要部を示すために、Head:Lが適用される。ライン１では、ライン０で生じた３個の主要
部のうち、どれが主強勢であるかを示すために Edge:RRRとHead:Rが適用される。最後に共鳴音
無勢化（Sonorant Destressing,SoDe）が適用されて正しいアクセントが生成される。なお、この
共鳴音無強勢化についてはı?nca?rna?tionの派生?ですでに述べているが、定式化はまだ示していな
かったので以下で示す。（その４へ）
注：
９） （その１）の?で扱った se?rendı?pityであるが、line 1の最後に SDを適用した後で４項的構成素が生じていることが
問題であるとした。この問題を、ここで提案した ICC(t)が解決してくれる。以下にその派生を示す。
se?rendı?pity
 
Line 0 Project:L  x (x  x  x  x
 
L  H  L  L  L
 
Edge:LLL (x (x  x  x  x  Avoid(x(OR
 
L  H  L  L  L
 
ICC:L(t) (x (x (x  x  x  Avoid(x(OR
 
L  H  L  L  L
 
Head:L  x  x  x
(x (x (x  x  x
 
L  H  L  L  L
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 Line 1 Edge:RRR  x  x  x)
(x (x (x  x  x
 
L  H  L  L  L
 
Head:R  x
 
x  x  x)
(x (x (x  x  x
 
L  H  L  L  L
 
SD  x
 
x  x)
(x  x (x  x  x
 
L  H  L  L  L
この派生では、語頭から二番目の音節が重音節であるため、Project:Lが適用される。それから語頭の音節にもアクセ
ントが付与されるので、Edge:LLLが適用されるが、その際、回避制約(Avoid(x()は無視される（overridden）。次
に語末から三番目の音節にもアクセントが付与されるので、ICC:L(t)が適用される。その際、回避制約(Avoid(x()は
再び無視される（overridden）。このようにして生じた３個の構成素の主要部を示すために、Head:Lが適用される。line
 
1では line 0で生じた３個の主要部のうち、どれが主強勢を担うかを示すために、Edge:RRRとHead:Rが適用される。
最後に SDが適用されて正しいアクセントが生成される。このようにして４項的構成素が解消されていることに注意。但
し、ここでもう一つ問題が生じる。音節-ren-は「共鳴音（sonorant）」で終わっているため、厳密に言うと、SDではな
く、HV257頁の「共鳴音無勢化（Sonorant Destressing,SoDe」を適用したいのであるが、SoDeは３音節語にしか適
用されない。そこで（その４）で４音節以上の語にも適用できるように修正される SoDe（modified）?が適用されるこ
とになる。
そうすると、上の派生の最後の段階は次のようになる。
SoDe(m) x
 
x  x)
(x  x (x  x  x
 
L  H  L  L  L
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英語の強勢について（その３)
